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平成22年度白鷹町重要事業要望②

白鷹ふるさと応援制度③
平成22年度白鷹町職員を募集します④
サンシャイントライアル2009ファイナル⑥
国民年金のお知らせ⑧
白鷹町消防関係表彰者⑭
白鷹町に教育旅行がやってきた⑳

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

しらたか山ヤングサミット開催　－交流のかたち－　　（５月13日）
　白鷹山山頂で「しらたか山ヤングサミット」が開催されました。肌寒い天候でしたが、子どもたちは元気いっぱい交流を

深めていました。【関連記事　P17】
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平
成
22
年
度

白
鷹
町
重
要
事
業
要
望
�
�
知
�
�
�
�
�

　

「
重
要
事
業
要
望
」
は
白
鷹
町
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の

骨
格
と
な
る
重
要
な
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
が
着
実
に

実
現
す
る
よ
う
国
や
県
に
対
し
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
度
の
重
要
事
業
と
し
て
要
望
し
て
い
る
主
要
な

項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
地
方
財
源
の
確
保
充
実

に
つ
い
て

　

本
町
の
よ
う
な
財
政
力
の
弱
い

過
疎
の
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、

地
方
交
付
税
制
度
の
持
つ
機
能
の

堅
持
及
び
総
量
の
確
保
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

②
新
た
な
過
疎
法
の
制
定
と

総
合
的
な
過
疎
地
域
の
振
興

に
つ
い
て

　　

過
疎
活
性
化
対
策
と
し
て
制

定
さ
れ
た
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
が
平
成
22
年
３
月
で
失

効
す
る
こ
と
か
ら
、
過
疎
地
域
が

活
力
あ
る
豊
か
で
住
み
良
い
地
域

と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
、
新
た

な
過
疎
法
の
制
定
と
総
合
的
な
過

疎
地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
ま
す
。

③
医
師
の
確
保
及
び
定
着
化

の
推
進
に
つ
い
て

　

地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
町
立
病
院
な
ど
の
自
治
体
病

院
に
お
け
る
医
師
の
確
保
及
び
定

着
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

④
鷹
山
地
区
県
営
基
盤
整
備

事
業
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

萩
野
地
内
で
は
、
農
地
の
基
盤

整
備
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
非
効

率
な
作
業
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
事
業
の
早
期
着
工
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

⑤
基
幹
水
利
施
設
改
修
の
早

期
着
工
に
つ
い
て

　

設
置
か
ら
20
数
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
し
た
鮎
貝
排
水
機
、
諏
訪

堰
頭
首
工
の
早
期
改
修
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

⑥
水
頭
沼
た
め
池
等
整
備
の

早
期
着
工
に
つ
い
て【
新
規
】

　

※
別
途
要
望
内
容
掲
載

⑦
荒
砥
橋
整
備
の
早
期
着
工

に
つ
い
て

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
東
西
地

域
の
連
携
強
化
、
交
流
拡
大
を
図

る
た
め
に
重
要
な
荒
砥
橋
整
備
の

早
期
着
工

を
要
望
し

て
い
ま
す
。

⑧
国
道
２
８
７
号
（
菖
蒲
地

内
）
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

国
道
２
８
７
号
は
、
広
野
、
畔

藤
バ
イ
パ
ス
、
荒
砥
中
央
通
り
拡

水頭沼ため池等整備事業の水頭沼ため池等整備事業の水頭沼ため池等整備事業の水頭沼ため池等整備事業の
早期着工について早期着工について

　水頭沼ため池は、山際地区の重要なかん

がい用水源ですが、漏水の発生や堤体の脆

弱化が進み、ため池としての機能が著しく

低下しています。

　さらに、漏水による決壊の恐れもあり、

下流域の民家に対する被害も懸念されてい

ます。

　このことから、災害を未然に防止し、農

業の安定経営を図るためにも本事業の早期

着工についてお願いしています。　

※新規
幅
、
下
山
地
内
と
整
備
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
菖
蒲
地
内
に
つ
い
て

は
依
然
と
し
て
急
カ
ー
ブ
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
早
期
改
修
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

⑨
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用

拡
大
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
存
続
に
向

け
、
山
形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営

改
善
に
係
る
財
政
支
援
、
荒
砥
高

等
学
校
生
の
登
校
に
配
慮
し
た
下

り
便
の
増
発
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

⑩
デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

　

本
町
で
平
成
20
年
度
か
ら
導
入

し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る
財

政
支
援
（
市
町
村
総
合
交
付
金
制

度
）
の
見
直
し
と
拡
充
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
ま
す
。

⑪
県
立
高
等
学
校
の
再
編
整

備
に
つ
い
て

　

荒
砥
高
等
学
校
は
本
町
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
教
育
機
関
で

あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
高

校
で
あ
る
こ
と
か
ら
存
続
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調

整
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

水
頭
沼
た
め
池
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白
鷹
町
�
�
�
�
応
援
制
度

－

平
成
20
年
度
の
寄
付
状
況
及
び

　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
度
募
集
の
お
知
ら
せ

－

●
全
国
か
ら
４
４
３
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

●
全
国
か
ら
４
４
３
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

●
全
国
か
ら
４
４
３
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

●
全
国
か
ら
４
４
３
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

平
成
20
年
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
制

度
」
に
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
共
感
す
る
か
た
が
た
か
ら

の
寄
付
を
受
け
入
れ
、
寄
付
者
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
平
成
20
年
度
は
１
８
７
人
か
ら
４
４
３

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
左
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

寄
付
金
の
使
い
道
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
事
業
に
対
し
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

(1)
�
�
�
�
�
文
化
応
援
事
業

（
文
化
振
興
事
業
）

(2)
�
�
�
�
�
人
�
�
�
応
援
事
業

（
人
材
育
成
事
業
）

(3)
�
�
�
�
�
観
光
応
援
事
業

（
観
光
交
流
事
業
）

(4)
�
�
�
�
�
集
落
応
援
事
業

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
業
）

(5)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
応
援
事
業

（
町
長
が
特
に
認
め
る
事
業
並
び

　

に
事
務
経
費
な
ど
）

町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
、

町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
、

　
　

ご
友
人
の
か
た
へ
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

受
け
付
け
る
寄
付
金
額

１
件　

５
０
０
０
円
〜

＊
寄
付
金
額
に
上
限
は
あ
り
ま
せ

　

ん
が
、
税
制
上
の
控
除
額
に
は

　

限
度
が
あ
り
ま
す
。

　

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た

　

か
た
に
・
・
・

特
典
�

隊
員
証
を
交
付
し
ま
す
。

特
典
�

白
鷹
町
特
産
品
を
お
贈

　
　
　
　

り
し
ま
す
。

（
米
沢
牛
、
お
米
、
り
ん
ご
、
ラ

・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
）

＊
平
成
21
年
度
よ
り
１
万
円
以
上

　

寄
付
い
た
だ
い
た
か
た
に
特
産

　

品
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

白鷹町ふるさと応援制度に関する窓口

　■問い合わせ窓口
　　総務課　企画調整係（☎85-6123）
　■税の控除に関する窓口
　　税務出納課　町民税係（☎85-6132）

申
し
込
み
方
法

　

寄
付
さ
れ
る
か
た
は
、
寄
付
申

込
書
（
＊
５
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
提
出
後
、
寄
付
金
の
納

付
書
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
入
金
方
法
で
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＊
５
寄
付
申
込
書
は
、
役
場
総
務

課
企
画
調
整
係
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
（
ご
連
絡

い
た
だ
け
ば
町
外
に
お
住
ま
い
の

か
た
に
郵
送
も
行
い
ま
す
）。

税
制
上
の
取
り
扱
い

　

寄
付
金
控
除
の
上
限
は
、
住
民

税
所
得
割
額
の
10
％
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

希望する寄付金の使い道 寄付金額

　文化振興事業 348,000 円

　人材育成事業 416,000 円

　観光交流事業 385,000 円

　コミュニティ形成事業 135,000 円

　その他 3,149,500 円

計 4,433,500 円

平成２０年度 金　額

読書感想文及び
　　　生活文コンクール開催事業

80,000 円

　ふるさと応援制度事務費 644,000 円

計 724,000 円

平成２１年度 （予定） 金　額

　荒砥高等学校新入生応援事業 1,250,000 円

読書感想文及び
　　　生活文コンクール開催事業

80,000 円

　ふるさと応援制度事務費　 750,000 円

計 2,080,000 円

合　計 2,804,000 円

◎寄付金の受け入れ状況

◎寄付金の活用状況

平
成
20
年
度
実
績

平
成
21
年
度
募
集

�
�
�
�
�

�
�
�
�

応
援
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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◇
初
級
行
政
職

〔
高
校
卒
業
程
度
〕

◎
若
干
名

◇
上
級
行
政
職

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

◎
若
干
名

募
集
職
種
と

採
用
予
定
人
員

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

※
た
だ
し
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は
平

　

成
22
年
３
月
ま
で
に
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
見
込
み
の
か

　

た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

　

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

　

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は
平
成
22
年
３

　

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

受　

験　

資　

格

【
提
出
書
類
】

①
白
鷹
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書
及
び
住
民
票
抄

　

本
（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
か
た
は
、
外
国
人

　

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

※
申
込
書
は
役
場
２
階
総
務
課
に
備
え
付
け
て
い

　

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.shirataka.yam

agata.jp

）

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
写
真
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
タ

　

テ
４
㌢
×
ヨ
コ
３
㌢
、無
帽
、上
半
身
、正
面
）

※
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
（
８
月
７
日

　

必
着
）。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
役
場　

総
務
課
総
務
係

　

〒
９
９
２

－

０
８
９
２

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥　

甲
８
３
３　

　

☎
85

－

６
１
２
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
２
８

【
試
験
日
及
び
会
場
】

◇
第
１
次
試
験
…
９
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

長
井
市
立
長
井
南
中
学
校

◇
第
２
次
試
験
…
10
月
中
・
下
旬
（
予
定
）

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】

　
　
　
　
　

６
月
15
日（
月
）〜
８
月
７
日（
金
）

【
試
験
内
容
】

◇
第
１
次
試
験

●

上
級
行
政
職
…
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、

　
　
　
　
　
　
　

職
場
適
応
性
検
査
、
作
文
試
験

●

初
級
行
政
職
…
教
養
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査
、

　
　
　
　
　
　
　

作
文
試
験

◇
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験

平
成
22
年
度
採
用
白
鷹
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

求
�
�

�
�
�
�

未
来
�
�
�
�

平
成
22
年
度
採
用

白
鷹
町
立
病
院
職
員

（
薬
剤
師
）を
募
集
し
ま
す

◇
募
集
人
員　

薬
剤
師
１
人

◇
受
験
資
格

　

昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
か
た
で
、
薬
剤
師
の
免

　

許
を
有
す
る
か
た

◇
１
次
試
験　

９
月
26
日
（
土
）

◇
２
次
試
験　

10
月
中
・
下
旬　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
予
定
）

◇
試
験
会
場

　

白
鷹
町
立
病
院
１
階
研
修
室

◇
受
付
期
間　

６
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
31
日
（
月
）

　

（
※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

◇
応
募
先

　

〒
９
９
２

－

０
８
３
１

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
５
０
１

　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局

※
受
験
案
内
・
申
込
用
紙
を
郵
便

　

請
求
す
る
場
合
は
、
１
２
０
円

　

切
手
貼
付
の
角
型
２
号
封
筒
を

　

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

事
務
局
（
☎
85

－

２
１
５
５
）



　 広報しらたか 2009.6.12●　 ●　 5

平
成
20
年
度
�
白
鷹
町
情

報
公
開
条
例
�
個
人
情
報

保
護
条
例
�
運
用
状
況
�

公
開
�
�
�

▼
期
間
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

▼
根
拠
条
項　

白
鷹
町
情
報
公
開

条
例
第
26
条
・
個
人
情
報
保
護
条

例
第
39
条

　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行

政
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

わ
か
り
や
す
い
町
政
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
が

平
成
16
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
行
政
が

保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
及
び

適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
・
利

益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

項目 件数

情報公開請求 14 件

情報公開等決定 14 件

情報公開不服申立 ０件

個人情報開示等請求 ０件

個人情報開示等決定 ０件

個人情報保護不服申立 ０件

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

（
☎
85

－

６
１
２
０
）

「平成21年経済センサス -基礎調査」にご協力ください。

おたずねします。あなたのお店　会社のこと　事務所のこと

７月１日現在で、平成21年経済センサス -基礎調査が行われます。
　この調査は、これまでの「事業所・企業統計調査」に替わり、全
産業の経済活動の構造を明らかにするために実施される新しい統計
調査です。
　調査の対象者は、すべての事業所・企業となりますので、皆様の
ご理解とご協力をお願いいたします。

①経済センサスって何？

○経済センサスの「センサス」とは、「全数調査」の
訳語で、すべての対象を漏れなく調査することを意
味します。
○経済センサスは、これまで実施してきた事業所・
企業統計調査やサービス業基本調査など、経済に関
連した大規模統計調査を統廃合して実施されます。

②調査の対象や調査の方法は？

○事業の内容や規模にかかわらず、日本全国すべて
　の事業所及び企業が調査の対象になります。
○傘下に支所、支社、支店などがある場合は、その
　内容についてこの事業所 ( 本社 ) で回答していた
　だきます。※なお、支所・本社の名称や所在地な
　どを確認するために調査員が伺うことがあります。
○外国の会社や法人でない団体の場合は、事業所ご
　とに回答していただきます。
○調査スケジュール（調査員が訪問します）
　６月中旬　調査の協力依頼に伺います。
　６月24～ 30日　調査票の配布に伺います。
　７月１日　調査期日です。調査票への記入をお願
　　　　　　いします。
　７月１日～７日　調査票の収集に伺います。

③どのような項目を調査するの？

○事業の内容、従業者数など、基本的な項目につい
て調査します。

④調査の結果は、どう役立つの？

○国、地方公共団体などの経済対策・雇用対策・中
　小企業政策や環境政策・男女共同参画政策など、
　全国的な施策や身近な施策の基礎資料として活用
　されるほか、さまざまな経済指標の精度向上につ
　ながることが期待されます。

⑤回答する義務はあるの？

○この統計は、統計法に基づく基幹統計調査です。
○統計法では、調査を受ける人に対しては報告の義
　務を、また、調査を行う国・地方公共団体・調　
査員などに対しては、調査で知り得た情報を他に　
漏らしてはならないと規定しています。さらに、　
これらに反したときの罰則が定められています。

■問い合わせ　
◇総務省統計局　経済センサス
「基礎調査コールセンター」（☎0570－002171）
◇総務課情報係（☎85－6121）

※７月１日現在で
　お答えください。
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スタート＆ゴール：白鷹スキー場

25年間続けてまいりましたサンシャイントライ
アルは、今年の大会でＦＩＮＡＬを迎えます。
　最後の大会に全国から過去最高の４１０人もの
ライダーが集まります。
　早朝のスタートから夕方のゴールまで、ケモノ
道や廃道、林道を走り、コース中に点在するセク
ション（競技区間）に挑戦します。開催クラスは
土曜と日曜合わせて３クラス。そして今年は自転
車によるデモンストレーションも開催します！

※大会公式プログラムは白鷹町内のコンビニ、Ｇ
Ｓ、最寄のお店などで無料配布します。

日土 日土
6/20-21開催

※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。

●主催／サンシャイントライアル　オーガニゼーション
●大会事務局
　〒992-0771山形県西置賜郡白鷹町鮎貝2383-1
　サンシャイントライアル事務局　
　　直通携帯：090-4883-0320（担当／鈴木）
ホームページ：http://www2.jan.ne.jp/̃sunshine/

■21日パラダイスクラスの観戦可能ポイント
①白鷹スキー場スタート････････････････････････7:15 ～   8:30
②つぶて石････････････････････････････････････7:30 ～   9:00
⑦じゃぶじゃぶ広場････････････････････････････8:30 ～ 10:30
⑭永泉寺北の山･･･････････････････････････････11:40 ～ 13:40
⑲細野沢･････････････････････････････････････12:50 ～ 15:20
⑳ 21白鷹スキー場ゴール････････････････････････13:30 ～ 16:00

 サンシャイントライアル２００９　ＦＩＮＡＬ

手
�
振
�
�
�
�
声
援
�

�
�
�
�
�
願
�
�
�
�
�

◇コース図◇コース図◇コース図
　過去最高の参加選手数で、当日の競技ポイントは大変な混雑が
予想されます。不要な事故を避ける意味でも、観戦可能なポイント
以外での見学はご遠慮くださいますよう、ご協力をお願いいたしま
す。（６月20日は、右記２コースでレースが行われます。）
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走
ら
せ
て
も
ら
�
て
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　

参
加
者
た
ち
の
声･

･
･

 サンシャイントライアル２００９　ＦＩＮＡＬ
'08年全日本選手権ランキング1位の坪井大地 選手に'08年全日本選手権ランキング1位の坪井大地 選手に'08年全日本選手権ランキング1位の坪井大地 選手に
よるバイクトライアルデモンストレーションを行いよるバイクトライアルデモンストレーションを行い

っ子たちはスピカ駐車場に集合！っ子たちはスピカ駐車場に集合！

●い　つ●い　つ　６月21日（日）10:00 ／ 13：00（2回）　６月21日（日）10:00 ／ 13：00（2回）
●どこで●どこで　ショッピングセンタースピカ駐車場　ショッピングセンタースピカ駐車場　ショッピングセンタースピカ駐車場

２５年間　ありがとうございました２５年間　ありがとうございました２５年間　ありがとうございました２５年間　ありがとうございました２５年間　ありがとうございました２５年間　ありがとうございました
　サンシャイントライアルは今年で25年目を迎えます。昭和60年の第１回開催から「サントラ」という愛称
で町民の皆さんに親しまれて参りましたが、今大会をもってその歴史に幕を閉じることといたしました。 
　白鷹を中心としたしかも日本を代表するトライアルのビッグイベントにまで成長し続けることができま
したことは、コースのいたるところで声援くださる地元のかたがた、関係各位のご理解ご協力があったれば
こそ、心から感謝申し上げます。24年間延7,200人を越える参加者を迎え、一件の事故も出すこともなかっ
たことも奇跡的ですらあります。参加された選手諸君の真摯

し

な姿勢の賜物であり、重ねて感謝を申し上げま
す。 
　私たちのようなユーザーレベルで開催するイベントが、継続してきた背景には、実は並大抵ではない努力
がありました。モータースポーツという特殊な事柄のひとつひとつを、一般社会の通念で受け入れられるよ
う周到な用意を重ね続けねばなりません。毎年、これでもかというほどの精一杯の努力をしてきました。そ
れを支えてくれたのは常時80人を越えるスタッフたちです。大好きなサントラをやり続けるために、仕事、
家族、地域貢献をしっかりやったそのうえで準備にかかわってきました。サントラのスタッフはそこで得た
経験を生かし、まちづくりの多くの場面で活躍してくれています。 
　サントラを続けてきたことがまさに“白鷹町の人づくり”そのものでした。 
　最後のサントラには北海道から九州まで410人の参加者が訪れます。 
　どうぞご声援をよろしくお願いいたします。 
　そして「走らせてもらってありがとう」という感謝の言葉でこの大会を締めくくりたいと思います。 
　　平成２１年６月  サンシャイントライアルオーガニゼーション 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会組織委員長　馬場　誠

広報しらたか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会組織委員長　馬場　誠

広報しらたか●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会組織委員長　馬場　誠
●

バイクトライアルデモンストレーションバイクトライアルデモンストレーションバイクトライアルデモンストレーション

　サンシャインには、今年で４度目
の参加になりますが、いっしょにで

た友達と妻との楽しい思い出がたくさん詰まっています。今年で終わ
りだなんて、ほんとに信じられません。
　沿道で観戦されているかたに笑顔で手を振っていただくと、いつも
はとっても元気が出るのですが、今年は思わず泣いちゃいそうです。
　スタッフのみなさん、白鷹町のみなさん、本当にありがとうござい
ました。
　最後まで全力でがんばります。　　　太田真人

　サントラスタッフ皆さんの笑顔とやる気、いつも素敵で格
好良かったです。玉コンニャクやゴール後のおそばの味も最
高でした。
　１９９９年からの参加でしたが、“走らせていただいてあり
がとうございました”。スタッフのみなさん、お疲れさまで
した。ありがとう～。　　
　遠山元雄

　サンシャインには、今年で４度目

坪井大地選手プロフィール
1996年８月21日生まれ　12歳 
2008年　
全日本ベンジャミンクラスランキング第１位 
世界選手権日本板取第４位 
2009年
全日本第1戦ミニメットクラス第３位 
今年８月に行われる世界選手権中国ビンタン
出場予定
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歳
以
上
60
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�
加
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老
後
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�
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金

■
保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
、
所

得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
ど
う

し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
人
の
た
め

に
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。
免
除
期
間
は
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
は
全
額
納

付
し
た
場
合
よ
り
も
少
な
く
な
り

ま
す
。

平
成
21
年
度
の
申
請
は
７
月
か

ら
受
付
開
始
で
す
。
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
制
度

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
れ
ば
在
学
期
間
中
の
保
険
料

が
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
・
定
時

制
・
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
特
例
期
間
は
、
年
金
を
受

け
る
た
め
の
必
要
な
期
間
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
が
、
年
金
額
の
計

算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※
一
般
の
申
請
免
除
は
、
学
生
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
免
除
・
学
生
納
付
特
例
期
間

　

申
請
免
除
期
間
は
、
７
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
役

場
の
戸
籍
年
金
係
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
学
生
納
付
特
例

期
間
は
、
４
月
か
ら
そ
の
翌
年
３

月
ま
で
で
す
。

法定免除　生活扶助や障害年金を受けているときに届出をした場合　生活扶助や障害年金を受けているときに届出をした場合

申請免除（学生を除く）

保険料を納めるのが経済的に困難なときに申請をして、承認された場合

平成21年度の保険料・年金額です

【国民年金保険料】
　　月額　　14,660円（毎月の保険料の納付期限は翌月末日）
【年金額】　　
　　老齢基礎年金　満額　792,100円
　　障害基礎年金　１級　990,100円　２級　792,100円

免除の対象となる所得のめやす

世帯構成 全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

４人世帯
（夫婦と 16 歳未満の子２人）

１６２万円 ２３０万円 ２８２万円 ３３５万円

２人世帯
（夫婦２人）

９２万円 １４２万円 １９５万円 ２４７万円

単身世帯 ５７万円 ９３万円 １４１万円 １８９万円

※２人 ・ ４人世帯は夫、 または妻のどちらかのみに所得がある場合の金額です。

み
な
さ
ん
、ご

存
じ
で
す
か
？

●申請者ご本人のほか、配偶者や世帯主のかたも所得基準の範囲内である必要
　があります。
●保険料の一部が免除承認された場合は、残りの保険料を納付しないと未納と
　同じになり、受給資格・年金額ともに反映されません。承認されたら必ず保
　険料を納めましょう。

国民年金キャラクター国民年金キャラクター
ネッキーくん

※退職 （失業） や震災 ・ 風水害などの被災者のかたは、 所得に関係なく該当する場合がありますの
　で、 お近くの社会保険事務所にご相談ください。
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平成21年度

『移動年金相談日』のごあんない

〈相談日〉

　　　　
　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分

　　　　　　　　午後１時～１時30分

　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　　　　　※会場は都合により館内別室になる

　　　　　　　　場合があります。ロビーの案内板

　　　　　　　　をご確認ください。

　　●内　　容　年金のことならなんでも

　　■主　　催　米沢社会保険事務所

　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

国民年金のお問い合わせは

町民課　戸籍年金係

（☎85－6129）まで

６月 24日（水） 11月 25日（水）
７月 22日（水） 12月 24日（木）
８月 26日（水） H22 １月 27日（水）
９月 24日（木） ２月 24日（水）
10月 28日（水） ３月 24日（水）

平日夜間及び休日の
年金相談のお知らせ

　毎月第２土曜日（受付時間：午前９時30分

～午後４時）は、県内の社会保険事務所など

を開庁して年金相談を実施していますので、

ぜひご利用ください。また、毎週月曜日は、

受付時間を午後７時まで延長して実施してい

ます。

※ご相談の際は、年金手帳をご持参ください。
※年金手帳をご持参できない場合は、免許証等
　ご自分の身分証明できるものを持参ください。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
募
集
�
�
�

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
（
可
燃
・
不
燃
・
プ
ラ
・
ペ
ッ
ト
）

の
量
を
４
ヶ
月
間
計
量
・
記
録
し
て
い
た
だ
け
る
家
庭
（
ご
み
ダ

イ
エ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。
環
境
保
全
活
動
に
役
立

て
る
た
め
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

■
募
集
期
間　

６
月
12
日(

金)

〜
６
月
22
日(

月)

　

■
実
施
期
間　

７
月
１
日
〜
10
月
30
日

　

■
実
施
主
体　

白
鷹
町
・
白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議

　

■
申
込
方
法　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係
に
お
電
話
に
て
お
申
し

　
　
　
　
　
　
　

込
み
く
だ
さ
い
。（
☎
85

－

６
１
３
１
）

　

■
そ
の
他　
　

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
か
た
に
は
、
キ
ラ
リ

　
　
　
　
　
　
　

ボ
シ
の
な
た
ね
油
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
取
り
組
み
の
優
良
者
に
は
賞
品
を
進
呈

　
　
　
　
　
　
　

い
た
し
ま
す
。

モニターになられたかたは

　　モニター講習会にご出席ください

▼いつ　６月25日 ( 木 )　午後７時30分～
▼どこで　中央公民館　いこいの間
▼内容　取り組み内容の説明、ごみの話など
※都合で出席できなくても、個別に対応いた
します。

�
�
�
�
�
�
応
募
�
待
�
�

�
�
�
�
�
�

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

「
み
ん
な
で
防
ご
う
！
土
砂
災
害
」

土
砂
災
害
防
止
月
間
（
６
月
１
日

〜
30
日
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で

す
。
毎
年
全
国
各
地
で
土
石
流
や

地
す
べ
り
、
そ
し
て
が
け
崩
れ
な

ど
に
よ
り
人
家
や
公
共
施
設
に
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

身
の
回
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
、
自
宅
の
裏
山
を
見
た
り
、

避
難
路
、
避
難
場
所
を
家
族
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
土
砂
災
害
の
前
兆

◇
斜
面
に
亀
裂
が
入
っ
た

◇
湧
き
水
の
量
が
急
に
増
え
た

◇
小
石
が
転
が
り
落
ち
て
き
た

◇
斜
面
の
木
が
傾
い
た

◇
地
鳴
り
が
聞
こ
え
て
き
た

◇
地
面
が
ひ
び
割
れ
隆
起
し
た

http://www.kasen.pref.yamagata.jp

http://www.kasen.pref.yamagata.jp/mobile/

■山形県の河川・砂防情報
　◇インターネットアドレス

　◇携帯電話アドレス
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奥
山
清
子
さ
ん
（
荒
砥
）
が
日

本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表

彰
を
受
賞

　

５
月
27
日
に
東
京
・
ヤ
ク
ル

ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
46
回

「
日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い
」

に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
白

鷹
町
更
生
保
護
女
性
会
会
長
の
奥

山
清
子
さ
ん
が
、
日
本
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
更
生
保
護
女
性
活
動
は
、

非
行
や
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
、

再
び
社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち
直

る
こ
と
を
助
け
、
ま
た
誰
も
が
心

豊
か
に
生
き
ら
れ
る
犯
罪
の
な
い

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
お
り
、

奥
山
さ
ん
は
会
長
と
し
て
、
保
護

司
と
連
携
し
な
が
ら
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
や
「
ミ
ニ
集
会
」

な
ど
の
開
催
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の

た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

新
田
ゆ
い
さ
ん
（
荒
砥
）
が

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
０
８
デ
ザ
イ
ン

部
門
で
最
優
秀
賞
受
賞

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
全
国
協

議
会
」（
事
務
局

：

東
京
）
で
実

施
し
て
い
る
「
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
」
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
８
デ

ザ
イ
ン
部
門
で
荒
砥
小
学
校
６
年

新
田
ゆ
い
さ
ん
（
受
賞
時
小
５
）

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
荒
砥
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
健
体
育
部

が
、「
子
ど
も
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム

確
立
の
意
識
高
揚
」
を
図
る
た
め

に
、
親
子
で
考
え
た
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
力
作

が
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
全
国
協
議

会
に
出
品
。
そ
の
中
か
ら
新
田
さ

ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
新
田
さ
ん
は
、「
ま
さ
か

自
分
の
作
品
が
選
ば
れ
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ

小
杉
も
り
子
さ
ん
（
十
王
）
が

「
地
域
の
食
育
名
人
」
に
認
定

　

小
杉
さ
ん
は
、
平
成
９
年
か
ら

町
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
し
て
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
お
い

て
、
地
産
地
消
の
食
事
を
提
供
す

る
な
ど
の
食
育
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
荒
砥
小
学
校

保
健
委
員
会
で
の
講
話
や
、
保
育

園
・
小
中
学
校
・
高
校
な
ど
へ
出

向
き
、
伝
統
料
理
実
習
な
ど
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切

さ
を
伝
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

「
地
域
の
食
育
名
人
」
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。　

小
杉
さ
ん
は
、「
こ

れ
ま
で
多
く
の
か
た
が
た
の
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
が
ん
ば
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
家

庭
の
中
で
で
き
る
食
育
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
力
強

く
話
し
て
い
ま
し
た
。

安
達
平
助
さ
ん
（
畔
藤
）
が
防

犯
功
労
賞
を
受
賞

　

安
達
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
に
町

防
犯
協
会
東
根
支
部
の
理
事
に
選

任
さ
れ
て
か
ら
24
年
間
、
支
部
活

動
の
充
実
を
図
り
、
関
係
機
関
や

団
体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地

域
一
体
の
防
犯
活
動
を
指
導
・
展

開
し
、
自
主
防
犯
意
識
の
高
揚
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
功
績
に
よ
り
、
財
団
法
人

山
形
県
防
犯
協
会
連
合
会
か
ら
防

犯
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

し
い
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
部
門
に
は
全
国
か
ら

４
８
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
作
品

は
全
国
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://
w
w
w
.hayanehayaoki.jp/)

か

ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（
右
）
新
田
ゆ
い
さ
ん
の
作
品

表　彰

　さまざまな分野で活躍・功績のあった
多くのかたが表彰されましたのでご紹介
いたします。
　これからもなお一層のご活躍をご祈念
いたします。
　このたびの受賞誠におめでとうござい
ます。



支出日 区分 支出額 ( 円 ) 内　　　　容

5 月　1 日 香典 20,000

5 月　1 日 香典 10,000

5 月　1 日 御祝 3,200 皇太神社祭礼

5 月　1 日 御祝 3,200 滝野鞍置八幡神社祭礼

5 月　1 日 御祝 3,400 羽黒神社祭礼

5 月　1 日 御祝 3,000 深山観音堂 ・ 稲荷神社祭礼

5 月　7 日 香典 20,000

5 月　7 日 御祝 3,100 深山神社祭礼

5 月　8 日 香典 10,000

5 月 14 日 御祝 5,000 長井西置賜シルバー人材センター総会

5 月 14 日 香典 5,000

5 月 15 日 御祝 3,200 森林公園さくらの日

5 月 25 日 香典 20,000

5 月 27 日 御祝 5,000 白鷹町職員年金者連盟総会

5 月 28 日 香典 10,000

計 124,100 

　 広報しらたか 2009.6.12●　 ●　 11

５月の町長交際費

平成21年５月に支出された町
長交際費についてお知らせし
ます。

■問い合わせ
　総務課総務係（☎85－6120）

―

認
知
症
�
知
�
�
理
解
�
�
�

�
�
�
�
四
�
�
�
�
�
�
�

　

お
年
寄
り
の
様
子
に
あ
れ
？
と

思
う
こ
と
が
あ
っ
て
、「
も
し
か
す

る
と
…
」
と
認
知
症
を
疑
っ
た
と

し
て
も
、
現
実
に
医
師
か
ら
「
認

知
症
で
す
」
と
告
げ
ら
れ
て
、
そ

れ
を
す
ん
な
り
と
受
け
止
め
ら
れ

る
家
族
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

　

介
護
者
は
、
誰
で
も
最
初
か
ら

上
手
な
ケ
ア
が
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
が
示

す
様
々
な
症
状
に
振
り
回
さ
れ
、

と
ま
ど
っ
た
り
、
疲
れ
は
て
た
り
、

絶
望
的
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
し

な
が
ら
日
々
の
介
護
を
続
け
て
い

く
の
で
す
。

　

今
回
か
ら
は
、
介
護
す
る
家
族

が
認
知
症
を
受
け
止
め
る
ま
で
の

道
の
り
、『
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
』
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

�
第
一
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
否
定

　
　

　

認
知
症
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で

元
気
に
い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い

た
お
年
寄
り
の
様
子
に
今
ま
で
と

は
違
う
も
の
が
表
れ
は
じ
め
ま
す
。

　

例
え
ば
、

①
「
今
日
は
何
日
？
」
な
ど
同
じ

　

事
を
繰
り
返
し
何
度
も
聞
く

②
散
歩
に
出
か
け
た
の
に
道
に
迷

　

っ
た
り
す
る

③
「
財
布
が
盗
ま
れ
た
」
と
か　

　

「
物
が
な
く
な
っ
た
」
と
騒
ぐ

　

お
年
寄
り
に
こ
の
よ
う
な
言
動

が
出
る
と
家
族
は
認
知
症
を
考
え

心
配
し
ま
す
が
、
ま
た
同
時
に

「
う
ち
の
家
族
に
限
っ
て
認
知
症

に
な
る
わ
け
が
な
い
」
と
か
「
今

日
は
た
ま
た
ま
調
子
が
悪
い
だ
け
」

と
、
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
こ
と

を
否
定
す
る
気
持
ち
が
強
く
な
り

ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
家
族
は
、
誰
か
に

相
談
す
る
気
持
ち
も
小
さ
く
一
人

で
悩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。

�

�
�
時
期
�
介
護
者
�
陥

�
�
�
�
心
�
動
��

　
　

・「
何
度
も
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
」

　

と
い
ら
だ
つ

・「
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
？
」

　

と
詰
問
す
る

・「
違
う
！
正
し
い
の
は
こ
っ
ち
」

　

と
口
う
る
さ
く
訂
正
す
る

・「
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

　

し
て
嫌
が
ら
せ
を
し
て
い
る
」

　

と
受
け
止
め
る

・
高
齢
者
の
変
化
を
「
本
当
は
こ

　

ん
な
人
だ
っ
た
の
か
」
と
嘆
く

・「
そ
の
う
ち
元
に
戻
る
さ
」

　

と
冷
や
や
か
に
眺
め
る

認
知
症
�
�
�
�
�
受
�
入

�
�
�
�
�
�
簡
単
�
病
気
�

�
�
�
�
�
�
簡
単
�
病
気
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
認
知

症
�
人
�
寄
�
添
�
�
進
�
�

�
�
�
�
�
�
�
答
�
�
見
�

�
�
�
�
�
�
�
答
�
�
見
�

�
�
�
�
�
�
�

第１ステップ第１ステップ
とまどい・否定

第２ステップ第２ステップ
混乱・怒り・拒絶混乱・怒り・拒絶

第３ステップ第３ステップ
割り切り、または

あきらめ

第４ステップ
受　容

理解するための四つのステップ
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児
童
手
当
は
、
町
内
に
住
所
が

あ
り
、
小
学
校
修
了
前
（
12
歳
に

な
っ
て
、
最
初
の
３
月
31
日
）
ま

で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
当
を
受
け

る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
左
の

表
を
ご
覧
の
う
え
、
要
件
に
当
て

は
ま
る
か
た
で
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
か
た
は
、
健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
支
給
金
額
（
月
額
）

【
３
歳
未
満
】
一
律
１
万
円

【
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
】

　

第
１
・
２
子　

５
０
０
０
円

　

第
３
子
以
降　

１
万
円

＊
扶
養
親
族
の
中
に
所
得
税
法
に

　

規
定
す
る
「
老
人
扶
養
親
族
」

　

が
い
る
場
合
、
所
得
限
度
額
に

　

６
万
円
を
加
算
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
扶
養
親
族
の
数
が
３
人
以
上
の

　

場
合
の
所
得
限
度
額
は
、
１
人

　

に
つ
き
38
万
円
を
加
算
し
た
額

　

に
な
り
ま
す
。

●
手
続
き
は
お
早
め
に

　

児
童
手
当
は
、
申
請
を
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
生

ま
れ
た
場
合
や
本
町
に
転
入
さ
れ

た
場
合
は
、
15
日
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
出
生
届
や
転
入
届

と
同
時
に
町
民
課
戸
籍
年
金
係
で

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
の
給
付
を
受
け
て
い

る
か
た
は
、
毎
年
６
月
に
前
年
の

所
得
の
状
況
及
び
年
金
の
加
入
状

況
を
記
載
し
た
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
況
届
の

提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
忘
れ
ず
に
提
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
係（
☎
86

－

０
２
１
２
）

児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

〜
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
か
た
へ
〜

○所得制限限度額

扶養親族
の数

国民年金・年金
未加入のかた

厚生年金等に
加入のかた

０人 460 万円 532 万円

１人 498 万円 570 万円

２人 536 万円 608 万円

　７月１日　７月１日から、小学生の入院を対象とした

　　「子育て支援医療給付制度」が始まります

①子育て支援医療給付制度とは？

　これまで小学生の入院について、平成21年４月
１日より、白鷹町独自で子育てしやすい町づくりを
目的とした助成事業を進めておりましたが、さらに、
子育て家庭を応援できるよう山形県子育て医療給付
事業が合わせてはじまります。

②対象者になるのは？

　所得制限額未満の保護者に扶養されている小学１
年生から６年生の児童が対象となります。ただし、
第３子以降の場合、所得制限はありません。

※この制度に所得制限で非該当のかたでも、町独自
　の子育て支援事業に該当する場合がありますので、
　不明な点があれば、ご相談ください。

扶養親族の数 所得制限額
０人 460 万円
１人 498 万円
２人 536 万円
３人 574 万円
４人 612 万円

③助成の内容とは？

　入院した場合の医療費の自己負担分について助成
が受けられます。
▼入院時の自己負担額
　◎所得税課税世帯（第１・２子）　1,200円 / 日
　◎所得税非課税世帯（第３子以降）　無料
※この制度は、保険適用の医療費分の助成を行うも
　のです。保険適用外のもの（入院時食事療養費・
　衣服・差額ベット代・診断書等）はこの制度の助
　成該当にはなりませんのでご注意ください。

④申請はどのようにすればいいの？

　次のものをお持ちいただき、町民課国保医療係
（２番窓口）で申請してください。
　◎申請者は保護者のかたになります。
　◎印鑑（認めの印鑑で大丈夫です。）
　◎児童の健康保険証
　◎場合によっては（ご家族で転入された・無申告
　　など）源泉徴収票や所得証明書または申告時の
　　控えを確認させていただくことがあります。
※申請していただきますと、医療証をお渡しします。
　医療機関の受付に健康保険証と医療証を一緒に提
　示していただきますと入院費用を清算する際に自
　己負担分が軽減されます。
※入院する場合、入院前から遅くとも入院清算時ま
　でに申請してください。医療証が医療機関の清算
　に間に合わなくなると、３割負担で清算となりま
　す。そのような場合は、ご相談ください。

■問い合わせ　
　町民課国保医療係（☎85－6130）
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白鷹町町民プールの監視員を募集します

１．雇用職種及び人員等
　○職種及び人員　プール監視業務（若干名）
　○勤務地　白鷹町町民プール（東中敷地内）
　○雇用予定期間　７月24日（金）～８月17日（月）
　　＊ただし、８月13日（木）は休みです。
　○勤務時間　午前８時30分～　午後５時15分
　○勤務内容　利用者の安全管理、水質管理のため
　　　　　　　の機械操作及び施設の衛生管理など
　○賃金　１日5,800円
２．応募資格
　　満18歳以上の大学生及び社会人で健康なかた　
　　（男女は問いません）
３．選考方法
　　履歴書審査、面接実施後決定し、直接本人に通
　　知します。
４．申込方法
　　履歴書（市販様式または教育委員会備付様式）
　　に必要事項を記入し、教育委員会生涯スポーツ
　　係あて提出してください。
５．受付締め切り
　　７月３日（金）午後５時
６．その他
　　開放期間内で勤務可能な期間があるかたはご相
　　談ください。
＊不明な点はお問い合わせください。
■申込・問い合わせ　
　　教育委員会　生涯スポーツ係（☎85－6147）

　　　　　新しい町民プールが完成しました

　５月14日、新しい町民プールが完成し、安全祈願
及び竣

しゅん

及び
しゅん

及び竣
しゅん

竣工
こう

式が行われました。
　稲荷ヶ丘町民プールと東中学校プールが老朽化し
たことにより、２つのプールを統合するかたちで東
中学校敷地内に整備されました。
　本プールは25㍍×11㍍で５コース、小学校低学年
向けの補助プールは15㍍×5㍍となっており、スロ
ープが新しく設けられ、更衣室、管理室、トイレな
ども新たに整備されました。プールサイドはこれま
でのプールと比較して広く、ゆったりと使えるスペ
ースになっています。【総工費1億6,362万円】
　夏休み期間（７月25日～８月17日の予定）は一般
開放され、その前後は東中の授業や部活動で利用さ
れます。
　式には関係者約30人が出席し、佐藤町長は、「町民
の健康増進につながるよう、夏休み期間は多くのか
たに利用してもらい、また東中学校水泳部の競技力
向上につな
がることを
期待する」
と式辞を述
べられまし
た。

農
作
業
中
�
事
故
�

発
生
�
�
�
�
�
�

　

特
に
、
高
齢
者
の
機
械
操
作
に

よ
る
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

農
作
業
を
行
う
際
は
、
次
の
点
を

確
認
し
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ

う
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
慣
れ
た
作
業
で
も
、
操
作
前
後

　

に
安
全
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う

②
扱
い
慣
れ
た
農
業
用
機
械
で
も
、

　

操
作
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い

　

ま
し
ょ
う

③
高
所
作
業
中
の
転
落
事
故
に
十

　

分
注
意
し
ま
し
ょ
う

④
疲
れ
が
出
た
ら
休
憩
を
と
り
無

　

理
な
農
作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

白
鷹
町
産
業
振
興
課
、
Ｊ
Ａ
山
形

お
き
た
ま
白
鷹
支
店

山
菜
採
�
�
山
登
�
中
�

事
故
�
発
生
�
�
�
�
�
�

　

県
内
に
お
け
る
山
菜
採
り
に
伴

う
事
故
は
、
５
月
18
日
現
在
で
７

件
７
人
で
、
６
人
の
か
た
が
お
亡

く
な
り
に
な
っ
て
お
り
、
過
去
５

年
間
の
平
均
死
者
数
４
人
を
越
え

て
い
る
状
況
で
す
。
山
菜
採
り
・

山
登
り
に
出
か
け
る
際
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
家
族
に
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を

　

告
げ
、
一
人
で
は
出
か
け
な
い

②
水
や
非
常
食
、
熊
鈴
、
ラ
ジ
オ
、

　

携
帯
電
話
、
予
備
電
池
な
ど
を

　

持
参
し
ま
し
ょ
う

③
体
調
の
悪
い
と
き
は
山
に
入
ら

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

④
道
に
迷
っ
た
ら
動
き
回
ら
ず
、

　

見
晴
ら
し
の
よ
い
と
こ
ろ
で
助

　

け
を
呼
び
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署
地

域
課
（
☎
85

－

０
１
１
０
）

  

町
へ
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
東
北
電
力
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

長
井
営
業
所
様

　

５
月
12
日
、
東
北
電
力
株
式
会

社
長
井
営
業
所（
所
長
佐
藤
好
信
）

様
よ
り
、
街
路
灯（
20
㍗
蛍
光
灯
）

11
灯
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
安
全
安
心
、
防
犯
の
た
め
、

町
内
各
所
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新しい町民プールの全景
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第
五
分
団　
　

部　

長　

村
上　

一
茂

○
精
練
章

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

佐
藤　

征
之

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

今
野　
　

勉

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

馬
場　

範
之

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

中
川　

洋
一

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

松
木　

伸
次

　

第
三
分
団　
　

副
部
長　

竹
田　

則
幸

　

第
三
分
団　
　

副
部
長　

五
十
公
野
淳

　

第
四
分
団　
　

副
部
長　

沼
澤　
　

勉

　

第
五
分
団　
　

副
部
長　

鈴
木　

一
浩

○
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰（
勤
続
20
年
以
上
）

　

第
一
分
団　
　

分
団
長　

佐
々
木
誠
司

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

五
十
嵐　

勉

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

青
木　

冨
弘

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

馬
場　

義
弘

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

熊
坂
嘉
代
治

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

小
林　

淳
一

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

江
口　

幸
一

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

稲
葉　
　

稔

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

今　

俊
一
郎

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

岡
田　

正
敏

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

村
上　

邦
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
敬
称
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
敬
称
略

　

山
形
県
知
事
表
彰

　

山
形
県
知
事
表
彰

○
金
条
章　

第
四
分
団 

 

○
特
別
功
労
章

　

第
一
分
団　
　

分
団
長　

丸
川　

幸
記

　

第
二
分
団　
　

分
団
長　

大
滝　

丈
夫

○
功
労
章

　

第
二
分
団　
　

副
分
団
長

小
松　

敏
和

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

佐
藤　

一
正

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

丸
川　

厚
志

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

青
木　

敏
行

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

川
村　

朋
弘

　

第
四
分
団　
　

部　

長　

大
木　

健
一

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

紺
野　

市
夫

○
功
績
章

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

板
垣　
　

亮

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

横
澤　

俊
和

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

石
山　

雄
一

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

佐
藤　

貴
博

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

小
関　

一
哲

　

第
四
分
団　
　

部　

長　

小
関　

敦
広

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

大
木　

正
明

○
消
防
団
活
動
貢
献
事
業
所
感
謝
状

　

株
式
会
社
鈴
木
工
務
店

　

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
功
績
章

　

第
三
分
団　
　

分
団
長　

芳
賀　

繁
範

○
精
績
章

　

第
五
分
団　
　

分
団
長　

橋
本　

忠
敬

　

第
一
分
団　
　

分
団
長　

丸
川　

幸
記

　

自
治
体
消
防
制
度

　

自
治
体
消
防
制
度

　

自
治
体
消
防
制
度
60
周
年
記
念

　

山
形
県
消
防
協
会
会
長
特
別
表
彰

　

山
形
県
消
防
協
会
会
長
特
別
表
彰

　

山
形
県
消
防
協
会
会
長
特
別
表
彰

○
竿
頭
綬　
　

白
鷹
町
消
防
団

　

山
形
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

　

山
形
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

　

山
形
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
竿
頭
綬　
　

第
三
分
団

○
優
良
章

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

橋
本　

秀
和

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

大
滝　
　

忍

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

齋
藤　

和
洋

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

丸
川　

敏
治

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

宮
澤　

滋
晴

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

栗
原　

一
執

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

青
木　

勝
利

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

墨
川　

友
和

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

飛
鳥
井
芳
憲

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

梅
津　

和
則

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

高
田　

慎
一

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

鈴
木　
　

隆

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

沼
澤　

正
晴

○
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

　

第
一
分
団　
　

分
団
長　

丸
川　

幸
記

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

丸
川　

憲
康

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

金
子　

勝
広

○
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

　

第
三
分
団　
　

分
団
長　

芳
賀　

繁
範

　

本　
　

部　
　

部　

長　

田
宮　
　

修
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二
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団　
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青
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敏
行

　

第
三
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長　

守
谷　

正
倫

　

第
五
分
団　
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鈴
木　

一
浩

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

中
川　

修
一

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

工
藤　

祐
一

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

中
野　
　

孝

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

鈴
木　

秋
広

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

髙
橋　

浩
之

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

佐
藤　

征
之

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

松
木　

伸
次

　

第
五
分
団　
　

副
部
長　

髙
橋　

義
和

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

児
玉　

和
弘

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

金
田　
　

聡

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

丸
川　

和
幸

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

片
倉　

武
美

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

栗
原　

一
執

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

青
木　

勝
利

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

梅
津　

和
則

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

今
野　

修
一

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

宮
丸　

和
義

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

中
川　

正
彦

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

樋
口　

敏
之

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

樋
口　

直
樹

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

菊
池　

秀
樹

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

佐
藤　

和
広

白
鷹
町
消
防
関
係

　
　
　
　
　

表
彰
者
の
み
な
さ
ん

白
鷹
町
消
防
関
係

　
　
　
　
　

表
彰
者
の
み
な
さ
ん

白
鷹
町
消
防
関
係

　

６
月
７
日
の
春
季
消
防
演
習
に
お
い
て
�

表
彰
状
の
伝
達
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
�

表
彰
状
の
伝
達
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
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第
五
分
団　
　

団　

員　

衣
袋　

邦
浩

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

菅　
　

光
宏

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

梅
津　
　

勝

　

山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
長
表
彰

　

山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
長
表
彰

○
優
良
機
関
表
彰

　

第
一
分
団
第
五
部
第
五
班

○
優
良
消
防
団
員
表
彰

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

児
玉　

和
弘

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

丸
川　

和
幸

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

金
田
雄
一
郎

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

沖
田　

昭
博

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

児
玉　

秀
朗

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

片
山　

正
弘

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

樋
口　

知
一

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

片
倉　

一
朝

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

今　
　

隆
広

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

鈴
木　

秀
昭

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

村
上　

博
之

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

相
田　
　

実

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

五
十
嵐
康
洋

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

木
口　
　

豊

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

芳
賀　
　

誠

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

菊
地　

博
紀

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

藤
守　

真
一

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

遠
藤　

修
次

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

髙
橋　

真
弘

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

鈴
木　
　

怜

○
優
良
運
転
手
表
彰

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

田
口　

美
貴

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

大
滝　

智
和

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

平　
　

明
由

　

白
鷹
町
長
感
謝
状

　

白
鷹
町
長
感
謝
状

　

白
鷹
町
長
感
謝
状

○
幹
部
退
団
者
（
班
長
以
上
の
幹
部
）

　

元
第
三
分
団　

分
団
長　

芳
賀　

繁
範

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

佐
藤　

征
之

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

中
川　
　

勝

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

丸
川　

憲
康

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

中
野　
　

孝

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

髙
木　
　

薫

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

鈴
木　
　

仁

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

竹
田　

敏
文

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

樋
口　

敏
之

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

齋
藤　

正
人

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

松
下　

太
良

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

梅
津　

秀
樹

　

元
第
四
分
団　

班　

長　

竹
田　

雅
範

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

沼
澤　
　

浩

○
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
）

　

元
第
一
分
団　

団　

員　

青
木　

浩
二

　

元
第
三
分
団　

団　

員　

川
上　

智
勝

　

元
第
五
分
団　

団　

員　

髙
橋　

秀
樹

○
無
火
災
区

　
　

下　

山　

区

　
　

滝　

野　

区

　

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

　

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

　

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

○
賞
詞
（
勤
続
13
年
以
上
の
団
員
）

　

本
部　
　
　
　

団　

員　

黒
澤　

和
幸

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

髙
橋　
　

浩

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

梅
津　
　

浩

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

影
山　

良
彦

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

土
屋　

正
樹

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

髙
石　

周
一

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

槌
谷　

宣
佳

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

齋
藤　

吉
邦

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

羽
田　

英
樹

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

菅
原　

保
文

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

小
林　
　

裕

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

紺
野　

真
克

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

紺
野　

博
之

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

守
谷　

隆
彦

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

梅
津　

智
一

白
鷹
町
誕
生
55
周
年
記
念

�

白
鷹
町
春
季
消
防
演
習
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
�
月
�
日
開
催
�
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親
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自
然
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然
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�
�
�

自
然
�
親
�
�
�
自
然
�
共
生
�
�
�

自
然
�
親
�
�
�
自
然
�
共
生
�
�
�

自
然
�
親
�
�
�
自
然
�
共
生
�
�
�

自
然
�
親
�
�
�
自
然
�
共
生
�
�
�

自
然
�
親
�
�
�
自
然
�
共
生
�
�
�

自
然
�
親
�
�
�
自
然
�
共
生
�
�
�

自
然
�
親
�
�
�
自
然
�
共
生
�
�
�

自
然
�
親
�
�
�
自
然
�
共
生
�
�
�

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動

三
�
滝
不
動
尊
大
祭

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
駅
長
�
�
�
�
小
�
�
旅
�

　

５
月
24
日
、
三
ツ
滝
不
動
尊
大

祭
に
合
わ
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
企

画
の
「
駅
長
オ
ス
ス
メ
小
さ
な
旅
」

（
三
ツ
滝
不
動
尊
散
策
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
が
は
じ
め
て
の

企
画
で
、
遠
く
関
東
地
方
な
ど
か

ら
約
30
人
が
参
加
し
、
し
ら
た
か

旅
先
案
内
人
の
案
内
で
新
緑
の
中

を
散
策
し
な
が
ら
、
山
の
恵
み
で

あ
る
「
山
菜
」
を
両
手
一
杯
に
抱

え
て
い
ま
し
た
。

　

不
動
尊
付
近
で
は
、
地
元
の
か

た
が
た
が
準
備
し
た
流
し
ソ
ー
メ

ン
や
山
菜
の
冷
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
、

春
の
白
鷹
を
満
喫
さ
れ
た
様
子
で

し
た
。

　５月３日から５日にかけて、ソフトボ
ール場を主会場に、ソフトボールフェステ
ィバルが行われました。東北・関東地区か
ら24校のチームが参加し、開会式では、長
井高校の小口茜主将（白鷹西中卒）が選手
宣誓し、大会がスタート。好天の中、各チ
ームとも若さあふれるすがすがしいプレー
を見せてくれました。結果、帝京安積高校
（福島県）が３年連続４回目の優勝を果た
しました。

　５月19日、東根小学校で、みどりの少年
団結団式が行われました。身近な自然に親
しもうと一年を通して活動しています。式
では、新しく入団した４年生に６年生から
帽子が授与されました。宝山に移動しての
活動では、４年生から６年生までが班に分
かれ、県職員のかたを講師に自然体験活動
を行いました。身近な自然に触れ、その大
切さをあらためて実感したのではないでし
ょうか。これからの活躍に期待します。

�
�
�
�
国
体
開
催
記
念

�
�
�
�
国
体
開
催
記
念

�
�
�
�
国
体
開
催
記
念

�
�
�
�
国
体
開
催
記
念

�
�
�
�
国
体
開
催
記
念

�
�
�
�
国
体
開
催
記
念

�
�
�
�
国
体
開
催
記
念

第第第第第第第第第第第第
1818
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第第第第第第第
1818
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
開
催

　５月24日、手づくりの福祉コンサート
「第18回おかえりなさいコンサート」が中
央公民館で行われました。町内外の福祉施
設利用者などが出演し、白鷹陽光学園によ
る童謡メドレーやこぶし一座による「もう
一つの水戸黄門」などが披露され、会場は
歌声や笑い声、参加した約２００人の観客
の盛大な拍手で包まれました。
　当日は、荒砥高校ボランティアなど県内
10団体からの協力を頂き開催されました。

　５月23日、パワーセンターで、東北大加
齢医学研究所教授の川島隆太さんの講演会
が行われました。「脳を知り、脳を鍛える」
と題し、認知症の予防策や実例、脳の活性
化などについて分かりやすく話していただ
きました。また、来場されたお客さまと、
手を使った認知症チェックなどの実技もあ
り、なかなか思うように動かない手に、会
場は笑いが広がっていました。　

白
鷹
学
講
座
�
�
�
��

川
島
隆
太
講
演
会

白
鷹
学
講
座
�
�
�
��

川
島
隆
太
講
演
会

白
鷹
学
講
座
�
�
�
��

川
島
隆
太
講
演
会

白
鷹
学
講
座
�
�
�
��

川
島
隆
太
講
演
会

白
鷹
学
講
座
�
�
�
��

川
島
隆
太
講
演
会

白
鷹
学
講
座
�
�
�
��

川
島
隆
太
講
演
会

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�

�
脳
�
知
�
�脳
�
鍛
�
�
�
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保
育
園
児
�
花
苗
�
植
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手
伝
�

保
育
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�
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�

保
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�
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手
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�

保
育
園
児
�
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植
栽
�
�
手
伝
�

保
育
園
児
�
花
苗
�
植
栽
�
�
手
伝
�

保
育
園
児
�
花
苗
�
植
栽
�
�
手
伝
�

保
育
園
児
�
花
苗
�
植
栽
�
�
手
伝
�

保
育
園
児
�
花
苗
�
植
栽
�
�
手
伝
�

保
育
園
児
�
花
苗
�
植
栽
�
�
手
伝
�

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

　６月２日、こぐわ保育園園児による花の
植栽活動が行われました。この活動は、白
鷹土地改良区や県、町で構成している土地
改良施設管理体制整備推進協議会の推進活
動の一環として行われたもので、今回は、
こぐわ保育園の年長児22人が参加し、プラ
ンターにマリーゴールドなどの花の苗を植
栽しました。プランターは保育園などに設
置され、今後は、園児が水やりなどの管理
を行っていくとのことです。

荒砥駅前交流施設資料館荒砥駅前交流施設資料館荒砥駅前交流施設資料館

展示品を模様替えしました

期間：６月～７月末まで

※
同
時
開
催
○
「
天
地
人
放
映
記
念
写
真
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
沿
線
の
史
跡
）

　
　
　
　
　

○
こ
け
し
（
ベ
ニ
バ
ナ
模
様
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
久
次
郎　

氏

白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
�
主
催

�
�
�
�
�
�
�
�
祭
�
�

　

５
月
10
日
、
滝
野
交
流
館
で
白

鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
そ
ば
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
「
滝
野

そ
ば
愛
好
会
」
の
か
た
が
た
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
町
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
の
お
客
さ
ま
が
お
い
し

そ
う
に
そ
ば
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
そ

ば
祭
り
は
今
回
が
は
じ
め
て
の
試

み
で
、
当
日
は
食
堂
入
口
に
、
目

の
不
自
由
な
か
た
の
た
め
の
募
金

箱
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
そ
ば
祭
り
の
収
益
金
や

お
客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金

は
、
社
会
福
祉
活
動
へ
使
用
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

５
月
13
日
の
白
鷹
虚
空
蔵
菩
薩

祭
礼
に
合
わ
せ
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ

の
完
成
式
典
と
２
つ
の
サ
ミ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
鷹
山
頂
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
数
十
年
来
要
望
が

あ
っ
た
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら

白
鷹
山
環
境
整
備
事
業
推
進
協
議

会
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
に
取
組

み
、
各
市
町
・
地
元
区
な
ど
の
協

力
に
よ
り
完
成
し
た
も
の
で
す
。

バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
、
尿
な
ど
と
オ

ガ
粉
を
混
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
良
質
な
堆
肥
を
生
成
さ
せ
る

シ
ス
テ
ム
で
、
水
や
薬
品
を
使
用

し
な
い
清
潔
で
快
適
な
ト
イ
レ
で

す
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
人
気
に
よ
り
、

多
く
の
登
山
客
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
女
性
も
安
心
し
て
楽
し
め
る

環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

山
頂
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
周
辺
市

町
の
取
組
み
が
報
告
さ
れ
、「
今
後

は
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
整
備
が
必
要
」
な
ど
、

観
光
振
興
策
に
つ
い
て
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
は
、
鷹
山
小

学
校
、
南
陽
市
立
荻
小
学
校
・
小

滝
小
学
校
、
山
辺
町
立
作
谷
沢
小

学
校
の
４
校
か
ら
約
１
０
０
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
、「
白
鷹
山
で
出

会
っ
た
み
ん
な
と
仲
良
く
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
の

前
に
は
、
各
自
が
こ
の
日
の
た
め

に
作
成
し
た
手
づ
く
り
の
名
刺
を

使
っ
て
お
互
い
に
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
交
流
を
広
げ
、
充
実

し
た
サ
ミ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

バイオトイレのテープカット

子どもたちオリジナルの名刺で交
流を深めました。

�
�
�
��
交
流
�

白
鷹
虚
空
蔵
菩
薩
祭
礼
�
白
鷹
山
頂
�
�
�
�
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ元気ニコニコ
しらたか21
元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
　心も元気に働き盛りの健康づくり
　○若さを保つ元気な暮らし～体力を維持増進することができる
　素敵に年をかさねる高齢期の健康づくり
　○充実した元気な暮らし～目的をもって暮らすことができる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を目指します。
　元気な暮らしのためには、「口

こう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を目指します。

こう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を目指します。

腔
くう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を目指します。
くう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を目指します。
ケアで、歯の喪失を防止する！」ことが

大切です。

＜健康日本21～国民の健康づくり運動計画＞では
・むし歯予防・歯周病の予防・歯の喪失防止を目標にしています。

　むし歯・歯周病で歯を失うことは、「食べること」「話すこと」「顔の表情」などの生活の質に関係し
ます。しっかり噛

か
　むし歯・歯周病で歯を失うことは、「食べること」「話すこと」「顔の表情」などの生活の質に関係し

か
　むし歯・歯周病で歯を失うことは、「食べること」「話すこと」「顔の表情」などの生活の質に関係し

んで、食物を美味しく食べることはとても楽しいことで、会話を楽しみ、声を出し
て笑うと心もすっきりします。このように、口腔の健康は心身の健康、老化防止、生きがい、に深く
関わっています。口腔ケア (歯みがき、顔面体操、唾液腺マッサージなど )で健康増進しましょう。

健康のひろば健康のひろば

中間評価

働き盛りは「昼」、高

齢者は「夜」磨く人

が増えました！

　町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、
町民の皆さんを対象に、元気ニコニコ21アンケートを実施しました。
〔元気ニコニコ〔元気ニコニコ〔元気ニコニコ2121アンケート〕アンケート〕アンケート〕
問「いつ、歯磨きをしていますか。」　答（複数回答）①朝　②昼　③夜　④その他

問い合わせは健康福祉課健康推進係へ （☎86-0210）問い合わせは健康福祉課健康推進係へ （☎86-0210）

平成 15 年 平成 22 年（目標） 平成 20 年

働き盛り 高齢者 働き盛り 高齢者 働き盛り 高齢者

①朝 84.1%　 55.0%　   

   歯磨きする人が

   増える

83.2%　 54.3%　
②昼 20.8%　 11.9%　 34.3%　 13.0%　
③夜 77.0%　 41.3%　 70.3%　 60.9%　
④その他 5.6%　 33.9%　 9.6%　 27.2%　

口腔ケアで口腔の病気を防止し、機能を維持改善しよう！

十分息を吸ってから
それぞれ約10秒実施。
３回繰り返します。 ほほを上げ、ニッコリ

笑う
アップップをするように
ほほをふくらまし、左右
に目を動かす

目と口を思いっきり開く

だ液腺マッサージ

位置の確認 耳
じ

下
か

腺への刺激10回 顎
がく

下
か

腺への刺激25回 舌
ぜつ

下
か

腺への刺激10回
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女の子が２人、廊下の椅子に並んでいます。

Ａ子「先生！廊下にお地蔵様いるよ」

   見ると、女の子が手を合わせてお地蔵様  

　　になっています。

保育士「保育園の子どもたちが元気に育ちま

　　　すように」と、お祈りすると

Ｂ男「ぼくの家に赤ちゃん生まれるんだ！先

　　生、元気に育つように祈って！」

保育士「Ｂ男君の赤ちゃんが元気に産まれま

　　　すように！！」

小さな女の子のお地蔵様にお願いをしました。

佳
作　

新
米
の
香
り
ゆ
げ
た
つ
晩
の
飯　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

水
ぬ
る
む
種
蒔
き
桜
春
を
呼
ぶ　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

雑
穀
米
健
康
食
と
持
て
な
さ
れ　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

米
一
合
命
を
救
う
宝
物　
　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

米
が
去
り
人
去
り
暮
れ
る
千
枚
田　
　
　

深　

山　

樋
口　

吟
風

〃　
　

新
米
の
香
り
美
味
し
く
箸
を
置
く　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

米
余
り
案
山
子
も
週
休
二
日
制　
　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

〃　
　

つ
や
姫
の
活
躍
嬉
し
米
ど
こ
ろ　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

故
郷
に
米
を
作
っ
て
生
き
た
父　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

悲
喜
背
負
い
生
き
た
米
寿
の
祝
い
酒　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

天
地
人
米
澤
じ
わ
り
見
直
さ
れ　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

米
寿
で
も
未
だ
捨
て
き
れ
ぬ
鍬
と
鎌　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

秀
逸　

米
粒
に
幸
と
い
う
字
を
書
い
て
み
る　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

亡
き
父
に
何
は
無
く
と
も
白
い
ゆ
げ　
　

白
鷹
町　

五
十
嵐
恵
美

〃　
　

一
粒
の
米
に
も
百
の
手
が
掛
か
る　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

赤
い
糸
結
び
直
し
て
米
寿
ま
で　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

日
本
人
主
食
は
米
と
き
め
て
あ
る　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

母
さ
ん
の
味
噌
お
に
ぎ
り
は
日
本
一　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

つ
や
姫
を
胸
に
モ
ン
テ
は
突
っ
走
る　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

米
寿
と
は
思
え
ぬ
人
の
い
い
笑
顔　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

孫
が
来
る
明
日
を
楽
し
む
米
を
研
ぐ　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

収
穫
の
喜
び
米
寿
鍬
を
振
る　
　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

五
客　

米
櫃
を
満
杯
に
し
て
母
は
待
つ　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

一
粒
の
米
の
尊
さ
遠
く
な
り　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

ヤ
ミ
米
で
生
命
つ
な
い
だ
時
も
あ
る　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

米
作
り
国
の
宝
が
揺
ら
い
で
る　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

米
余
り
休
耕
田
の
呪
詛
を
聞
く　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

人
位　

今
日
も
無
事
心
で
感
謝
米
を
研
ぐ　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

地
位　

算
盤
を
伏
せ
ね
ば
出
来
ぬ
米
作
り　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

天
位　

米
余
る
そ
れ
で
も
作
る
農
の
自
負　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

軸　

遠
い
飢
餓
思
い
出
さ
せ
る
余
剰
米　
　
　
　
　
　
　
　
　

美　

笑

次
回　

「
歩
」
六
月
末
日
ま
で　
　

「
突
然
」
七
月
末
ま
で

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　　
　
　

米　
　
　

安
部
美
笑　

選

お地蔵様

�
�
�
虫
病
�
�
注
意
�

県
内
で
つ
つ
が
虫
の
発
生
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
作
業
や
野

外
活
動
を
す
る
際
に
は
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■
つ
つ
が
虫
病
の
症
状

・
刺
さ
れ
る
と
５
〜
14
日
後
に
発

熱
、
頭
痛
、
全
身
の
だ
る
さ
、
筋

肉
痛
、
関
節
痛
、
下
痢
、
吐
き
気
、

全
身
の
発
疹
が
現
れ
ま
す
。
早
期

に
治
療
す
れ
ば
、
重
症
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
病
気
で
す
。

■
つ
つ
が
虫
病
の
予
防
の
た
め
に

①
田
や
畑
、
草
む
ら
、
藪
に
立
ち

　

入
る
時
に
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ

　

ン
、
長
靴
を
着
用
し
、
素
肌
を

　

露
出
し
な
い
。

②
草
む
ら
に
は
直
接
座
ら
な
い
。

③
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
や
ダ
ニ
忌
避

　

剤
を
衣
服
に
散
布
す
る
。

④
帰
宅
し
た
ら
、
早
め
に
風
呂
に

　

入
り
、
体
を
清
潔
に
し
、
衣
服

　

は
洗
濯
す
る
。

■
つ
つ
が
虫
病
の
早
期
治
療
の
た

め
に

風
邪
に
似
た
症
状
の
た
め
、
症
状

だ
け
で
は
診
断
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。「
最
近
、
草
む
ら
や
藪

に
立
ち
入
っ
た
」
こ
と
を
医
師
に

話
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課

感
染
症
予
防
担
当
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２
）
ま
た
は
健
康

福
祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０

２
１
０
）

�
物
忘
�
相
談
�
�
開
催

�
�
�

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
付
け

ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

７
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
、
そ
の
家
族

▼
相
談
医　

吉
川
順
さ
ん
（
吉
川

記
念
病
院
院
長
）

▼
料
金　

無
料

▼
申
込
方
法　

予
約
制
の
た
め
、

事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
を
い
た

だ
き
日
程
を
調
整
し
ま
す
。（
時
間

の
都
合
上
１
回
３
人
程
度
）

▼
締
め
切
り　

６
月
29
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

あゆかい保育園
結婚の条件

Ａ君「Ｂ君、先生と結婚した　

　　ら？」

Ｂ君「う～ん。いいげどよー。

　　でも困ったなぁ･･･」

保育士「何？何困ったな？」

Ｂ君「だって、オレ、先生ど　

　　ご抱っこでぎね。」

保育士「ん！？抱っこ！？」

Ｂ君「だから、オレ、先生どご

　　お姫様抱っこでぎねも･･･」
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町では、平成20年度「白鷹プロジェクト」を立ち上げ、農業・商業・工業の連携を図り、さらに観光交流
を進めることで、交流人口を増やし、まち全体の活性化を目指しています。
　今回、白鷹プロジェクトの活動の一環として、町では初の試みとなる教育旅行（修学旅行）の受け入れを
行いました。今、都志と農村の交流が進められ、都会の学校の修学旅行は「農作業体験を通して地元の人と
交流し、食べ物のありがたみや命の大切さなどを学ぶ」というものが増えているようです。
　今回、町内の山口地区と中山地区のかたがたのご協力をいただき教育旅行を受け入れましたので、みなさ
んにその様子をお知らせいたします。

　

５
月
21
日
〜
22
日
、
千
葉
県
八
千
代
市

立
大
和
田
中
学
校
の
３
年
生
２
３
０
人
の

う
ち
53
人
が
山
口
地
区
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
受
け
入
れ
家
庭
は
18
戸
。

21
日
朝
８
時
30

分
。
中
学
生
は
予

定
よ
り
早
く
到
着

し
、
自
然
の
多
さ

に
戸
惑
い
す
ら
感

じ
て
い
る
様
子
。

受
け
入
れ
家
庭
の

か
た
が
た
も
、
ど

ん
な
子
ど
も
た
ち

が
や
っ
て
く
る
の

か
と
緊
張
の
面
持
ち
で
初
対
面
で
す
。

　

入
村
式
が
は
じ
ま
り
、
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
な
ど
が
一
通
り
終
了
す
る
と
お
も
む
ろ

に
中
学
生
が
そ
の
場
に
全
員
起
立
。
な
ん

と
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

曲
名
は
「
ふ
る
さ
と
」（
フ
ル
コ
ー
ラ
ス
）。

突
然
の
こ
と
に
受
け
入
れ
の
か
た
も
ビ
ッ

ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
受
け
入
れ
家
庭
と
中
学
生
が

直
接
対
面
。

そ
れ
ぞ
れ

に
あ
い
さ

つ
を
交
わ

し
、
各
家

庭
に
分
か

れ
て
交
流

が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

各
家
庭

で
は
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
や
田
植
え
、
ア
ス

パ
ラ
収
穫
、
そ
ば
打
ち
、
乳
搾
り
、
羽
黒

神
社
参
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が

準
備
さ
れ
、
朝
は
や
や
顔
が
こ
わ
ば
っ
て

い
た
中
学
生
も
、
は
じ
め
て
の
農
作
業
体

験
に
自
然
と
顔
が

や
わ
ら
ぎ
、
み
ん

な
楽
し
そ
う
に
作

業
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

作
業
を
し
た
あ

と
の
食
事
は
、
な

ん
と
も
言
え
な
い

味
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

22
日
朝
８
時
30
分
。
１
泊
２
日
の
民
泊

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
過
し
、

お
別
れ
の
時
間
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お

互
い
の
気
持
ち
を
表
す
か
の
よ
う
な
小
雨

の
中
、
退
村
式
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
お
礼
の
こ
と
ば
が
あ
り
、

こ
こ
で
中
学
生
か
ら
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

曲
名
は
「
未
来
へ
」。
い
つ
練
習
し
た
の

か
、
入
村
式
の
時
同
様
フ
ル
コ
ー
ラ
ス
で

す
。
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
歌
声
で
、
会
場

全
体
が
一
つ
に

な
っ
た
よ
う
な

瞬
間
で
し
た
。

「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
ま
た
来
い
よ
」

昨
日
の
朝
と
は

全
く
違
う
自
然

　　　千葉県八千代市立大和田中学校３年生53名（５月21日～ 22日）

　　　千葉県船橋市立三田中学校３年生59名（５月27日～ 28日）の１１２名が来町

受け入れたかたの感想

わが家には女の子が宿泊しましたが、朝５

時からの農作業なども自ら手伝ってくれ、本

当に良い子どもたちばかりで、あっという間

の日程でした。車のタイヤがパンクするなど

思いもよらないハプニングもありましたが、

それも楽しい思い出になりました。千葉に帰

った後も手紙や写真の交換などをしており、

今後も交流を続けていきたいと思います。今

回は本当に良い経験をさせていただきました。

な
会
話
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
涙
あ
り
笑
い
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
お

別
れ
で
し
た
が
、
お
互
い
の
心
に
強
く
残

る
思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

帰
り
の
バ
ス
を
見
送
る
姿
は
ま
る
で
本

当
の
親
子
の
よ
う
で
し
た
。

白鷹町に初めての
　　　　教育旅行がやってきた！

タケノコ収穫

緊張の初対面

気持ちのこもった固い握手 みんなで“いっぷく”

あっという間のお別れ･･･
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去
る
５
月
28
日
、
白
鷹
町
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
天

井
一
部
に
不
具
合
が
発
生
い
た
し

ま
し
た
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
か
た
が
た
の
安

全
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

即
日
大
ホ
ー
ル
の
使
用
停
止
を
決

定
し
、
ご
予
約
い
た
だ
い
て
い
る

か
た
が
た
に
は
別
の
施
設
を
ご
利

用
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
す
る
な

ど
の
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
そ
の
対
策
を
検
討
中
で
す

が
、
し
ば
ら
く
の
期
間
、
大
ホ
ー

ル
の
使
用
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
停
止
期
間
は
、
白

鷹
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）、
あ
る
い

は
各
地
区
公
民
館
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
に
つ
い
て
も
、

緊
急
措
置
と
し
て
前
倒
し
で
の
利

用
を
現
在
検
討
中
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
白
鷹
町
教
育
委
員

会
（
☎
85

－

６
１
４
７
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

白
鷹
町
中
央
公
民
館
大
�
�

�
�
使
用
停
止
�
�
�
�

　

５
月
27
日
〜
28
日
、
千
葉
県
船
橋
市
立

三
田
中
学
校
の
３
年
生
２
２
７
人
の
う
ち

59
人
が
中
山
地
区
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

受
け
入
れ
家
庭
は
16
戸
（
う
ち
１
戸
は
滝

野
地
区
）。

27
日
午
後
２
時
。
白
鷹
ス
キ
ー
セ
ン
タ

ー
前
で
は
受
け
入
れ
家
庭
の
か
た
が
た
が
、

ま
だ
か
ま
だ
か
と
中
学
生
を
待
っ
て
い

る
様
子
。
な
か
に
は
、
待
っ
て
い
る
時
間

を
利
用
し
て
、
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
集

め
、
中
学
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う

か
た
も
い
ま
し
た
。
思
い
思
い
に
時
間
を

過
ご
す
こ
と
数
十
分
、
予
定
よ
り
少
し
遅

れ
て
到
着
し
た
大
型
バ
ス
２
台
の
中
か
ら

緊
張
し
た
様
子
の
中
学
生
が
中
山
の
地
を

踏
み
し
め
ま
し
た
。
入
村
式
で
は
、
佐
藤

区
長
が
「
山

か
ら
眺
め
る

景
色
を
楽
し

み
、
空
気
の

お
い
し
さ
や

夜
空
・
星
の

美
し
さ
を
体

感
し
、
一
生

の
思
い
出
を

作
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
の
べ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
お
互
い
が
対
面
し
各
家
庭
へ

分
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

各
家
庭
で
は
、
ワ
ラ
ビ
採
り
や
田
植

え
、
ス
イ
カ
の
苗
植
え
、
杉
の
間
伐
（
皮

む
き
）、
雨
量
レ
ー
ダ
ー
か
ら
の
景
色
を

見
せ
る
な
ど
、

中
山
地
区
ら

し
い
メ
ニ
ュ

ー
が
準
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

作
業
の
途

中
で
雷
が
鳴

っ
た
た
め
、

作
業
を
中
止

し
、
パ
レ
ス

松
風
で
温
泉
に
入
る
家
庭
や
、
あ
ゆ
茶
屋

で
最
上
川
を
見
た
り
、
ア
ユ
の
塩
焼
き
を

食
べ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
楽
し

ん
だ
よ
う
で
し
た
。

28
日
午
後
２
時
。
退
村
式
で
は
、
三
田

中
の
校
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
て
、

や
は
り
別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
ぐ
む
人
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
１
泊

２
日
と
い
う

本
当
に
短
い

時
間
の
な
か

で
、
全
く
の

他
人
が
こ
れ

ほ
ど
ま
で
の

関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
本
当
に
す
ば

ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
両
中
学

校
の
素
直
な
生
徒
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
地
元
の
か
た
の
や
さ
し
い

お
も
て
な
し
の
気
持
ち
や
素
朴
さ
と
い
っ

た
飾
ら
な
い
心
、
そ
し
て
白
鷹
の
持
つ
土

壌
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
出
会
い
が
今
後
も
継
続
し
、
白

鷹
の
風
景
・
風
土
・
食
・
人
な
ど
の
魅
力

が
広
が
り
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
受
け
入

れ
家
庭
の
み
な
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

10
月
に
は
第
２
弾
の
民
泊
受
け
入
れ
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
農
村
交
流
係
（
☎
85

－

６
１
２
６
）
で
は
、
町
内
全
域
で
の
受
け

入
れ
を
目

指
し
て
い

ま
す
。
受

け
入
れ
の

た
め
の
研

修
会
、
勉

強
会
な
ど

を
希
望
さ

れ
る
地
区

は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

受け入れたかたの感想

千葉県の中学生を受け入れると聞いたとき

は、食べ物のことや、生活環境のことなど、

不安でいっぱいでした。いざ受け入れてみる

と、みんな素直で礼儀正しい子どもたちばか

りでした。私たちよりも子どもたちの方がず

っと不安だっただろうなと思います。今回の

民泊が子どもたちにとって、良い経験になっ

てくれるとうれしいです。

　また、白鷹に来てほしいと思います。　また、白鷹に来てほしいと思います。
針生地区の風景

退村式の様子

キノコの菌打ちに熱中

スイカの苗植え
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催　し

白
鷹
町
誕
生
55
周
年
記
念

第
15
回
白
鷹
紅
花
�
�
�
開
催

　

紅
花
満
開
。
夏
の
味
覚
も
い
っ

ぱ
い
。

　

白
鷹
が
ま
る
ご
と
楽
し
め
る
2

日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
11
日
（
土
）
〜
12

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
ど
こ
で　

滝
野
交
流
館
・
萩
野

大
日
堂

■
問
い
合
わ
せ　

町
観
光
協
会

（
☎
86

－
０
０
８
６
）

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

６
月
14
日
（
日
）

              

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

募　集

タ
オ
ル
、
帽
子

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

４
６
）

視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
�
会
員

�
募
集
�
�
�
�
�
�

▼
加
入
資
格　

視
覚
障
害
で
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
、

ま
た
は
視
覚
障
害
者
の
福
祉
向
上

に
賛
同
く
だ
さ
る
か
た
。

▼
年
会
費　

１
５
０
０
円

▼
募
集
期
間　

通
年

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
西
置
賜
視

覚
障
害
者
福
祉
協
会　

青
木
（
☎

87

－

９
０
２
８
）

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

大
学
で
す
。
１
科
目
か
ら
で
も
学

べ
ま
す
。

▼
募
集
学
生　

・
全
科
履
修
生
（
18
歳
以
上
）

・
選
科
履
修
生
（
15
歳
以
上
）

・
科
目
履
修
生
（
15
歳
以
上
）

▼
募
集
期
間　

６
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
31
日
（
月
）

▼
大
学
説
明
会　

７
月
４
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
山
形

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６

▼
集
合
場
所　

土
里
夢
館

▼
コ
ー
ス　

土
里
夢
館
〜
最
上

川
堤
防
〜
土
里
夢
館
〜
宝
思
そ
ば

（
昼
食
）

▼
内
容　

深
緑
の
風
を
受
け
な
が

ら
、
母
な
る
最
上
川
の
流
れ
と
と

も
に
歩
き
、
疲
れ
を
い
や
す
た
め

に
冷
た
い
そ
ば
を
味
わ
い
ま
す
。

▼
会
費　

各
自
そ
ば
代
実
費

＊
申
込
み
不
要
。
当
日
お
集
ま
り

　

く
だ
さ
い
。

▼
次
回
開
催　

７
月
19
日
（
日
）

県
民
の
森
周
辺
コ
ー
ス
を
予
定
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
☎
86

－

０
２
１
０
）

今
年
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
村
�
�
�
�
開
催

▼
い
つ　

６
月
21
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

い
き
い
き
深
山
郷

「
の
ど
か
村
」

▼
内
容　

青
竹
流
し
ソ
ー
メ
ン
や

さ
く
ら
ん
ぼ
種
飛
ば
し
大
会
、
工

芸
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ

ー
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

「
股
旅
踊

り
」
と
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」

（
①
午
前
11
時
30
分
、
②
午
後
１

時
30
分
）

おしらせ

有
害
鳥
獣
駆
除
�
行
�
�
�

　

カ
ワ
ウ
や
ア
オ
サ
ギ
な
ど
に
よ

っ
て
、
ア
ユ
・
ウ
グ
イ
な
ど
の
川

魚
が
捕
食
さ
れ
、
そ
の
被
害
は
年

々
増
え
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他　

食
事
、
体
験
料
な
ど

は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
深

山
郷
の
ど
か
村
（
☎
85

－

０
３
８

０
）

�
�
�
�
手
�
稀
少
生
物
�
守

�
�
�
�
�
�
葦�

�

刈
�
活
動
�

　

町
内
に
あ
る
「
粥か
ゆ
も
ち餅
田だ

湿
原
」

は
、
多
く
の
稀
少
生
物
が
す
む
貴

重
な
湿
原
で
、
町
指
定
文
化
財
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
葦
が

繁
殖
し
湿
原
面
が
減
少
し
て
い
る

た
め
、
葦
刈
り
を
行
い
湿
原
と
希

少
生
物
を
保
全
し
ま
す
。
活
動
に

参
加
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室（
集
合
）　

〜
粥
餅
田
湿
原

▼
内
容

①
説
明
会
（
保
全
の
目
的
・
方
法

　

・
希
少
生
物
の
説
明
）

②
保
全
活
動
（
調
査
、
葦
刈
り
、

運
搬
）

▼
持
ち
物　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
（
動

き
や
す
い
服
装
）、長
靴
、
軍
手
、

４
６

－

８
８
３
６
）

�
戦
没
者
遺
児
�
�
�
慰
霊
友

好
親
善
事
業
�
�
参
加
者
募
集

（
財
）
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
痛

く
・
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
と
と

も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

▼
参
加
費　

賛
助
金
と
し
て
一
律

10
万
円
。

▼
申
込
先　

白
鷹
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
86

－

０
１
５
０
）

■
問
い
合
わ
せ　

（
財
）
日
本
遺

族
会
事
業
課
事
業
係
（
☎
03

－

３

２
６
１

－

５
５
２
１
）
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た
だ
く
と
、
入
園
料
が
割
引
き
と

な
り
ま
す
。

▼
入
園
料（
証
明
書
提
示
の
場
合
）

　

大
人
７
０
０
円
↓
４
２
０
円

　

子
ど
も
３
０
０
円
↓
１
６
０
円

▼
証
明
書　

証
明
書
が
必
要
な
か

た
は
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
下
車
の

際
、
乗
務
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
証
明
書
は
、「
あ
や
め
公
園
駅
」

下
車
の
か
た
に
限
り
、
お
一
人
様

一
枚
限
り
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
株
式

会
社（
☎
88

－

２
０
０
２
）

農
業
用
廃
�
�
�
�
�
�
�
廃

棄
処
理
�
�
�
�

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
・
マ

ル
チ
な
ど
の
廃
棄
処
理
を
行
い
ま

す
。
処
分
の
必
要
な
か
た
は
事
前

に
お
申
し
込
み
の
う
え
、
当
日
会

場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
19
日
（
金
）

○
川
西
地
区　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

○
川
東
地
区　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
鮎
貝
選
果
場

▼
処
理
料
金　

バ
ラ
持
ち
込
み
は

１
㌔
グ
ラ
ム
当
り
45
円
（
税
別
）

▼
申
込
期
限
・
方
法　

６
月
12
日

（
金
）
ま
で
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
指
定
専
用
処
理
袋
を
Ｊ

Ａ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
購
入

し
、
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
白
鷹
支
店
（
☎
85

－

２
１
２

１
）

�
�
�
�
長
井
線
�
乗
�
�

�
�
�
�
公
園
�
�
行
�
�

　
「
あ
や
め
公
園
」
に
行
く
に
は
、

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
お
得
で
す
。

　

あ
や
め
公
園
入
園
時
に
フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
乗
車
証
明
書
を
提
示
い

漁
協
協
同
組
合
で
は
、
猟
友
会
に

依
頼
し
て
銃
器
に
よ
る
駆
除
を
実

施
し
ま
す
。
期
間
中
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
を
す
る
か
た
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
駆
除
期
間　

５
月
20
日（
水
）

〜
７
月
18
日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
漁
業
協

同
組
合（
☎
85

－

６
１
０
７
）

長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度

�
始
�
�
�
�
�

　

長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度

は
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売
事
業
所
な

ど
が
、
消
費
者
の
保
守
点
検
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
で
す
。
対

象
製
品
を
購
入
す
る
時
は
、
販
売

事
業
者
の
説
明
を
聞
き
、
メ
ー
カ

ー
な
ど
へ
の
所
有
者
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
適
切
な
時
期

に
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
点
検
通
知

が
届
き
ま
す
の
で
、
安
全
の
た
め

点
検（
有
料
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
詳
し
く
は
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　

h
ttp
:w
w
w
.m
e
ti.g

o
.jp
/

product_safety/consum
er/

system
/01.htm

l

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
経
済
産
業

局
製
品
安
全
室（
☎
０
２
２

－

２

２
１

－

４
９
１
８
）

長
井
市
�
�
�
学
園
�
�
存
�

�
�
�

　

す
み
れ
学
園
は
長
井
市
が
運
営

す
る
公
立
の
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
で
、
心
身
に
障
害
の
あ
る

幼
児
を
対
象
に
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
と
り
な
が
ら
発
達
段
階
に

応
じ
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
見
学
に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

○
利
用
に
つ
い
て

▼
利
用
日　

月
・
水
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
、
他
の
施

設
と
の
併
用
や
登
園
日
も
自
由
に

選
択
で
き
ま
す
。

▼
対
象
児
童　

就
学
前
の
乳
幼
児

▼
利
用
料　

免
除
制
度
あ
り
ま

す
。（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
手
続
き
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
市
福
祉
事

務
所　

子
育
て
支
援
室（
☎
84

－

２
１
１
１
）

�
�
�
�
�
川
�
住
�
�
�
�

�
�
�
運
動
��
実
施
�
�
�
�

　

今
年
も
７
月
５
日
（
日
）
県
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区
で

計
画
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
時
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
各
区
・
町
内
長
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

�
月
23
日
�
�
29
日
�
�
男
女

共
同
参
画
週
間
�
�
�

　
「
共
同
参
画
は
新
た
な
社
会
の

パ
ス
ワ
ー
ド
」
で
す
。
男
女
が
互

い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
喜
び

も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
一
人
ひ

と
り
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ

の
期
間
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
認
知
症
�
人
�
家
族
�
会
�

開
催
�
�
知
�
�

　

認
知
症
の
介
護
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
は
様
々
で
す
。
認
知
症
の

人
を
介
護
し
て
い
る
か
た
が
集

ま
っ
て
話
し
合
う
会
を
開
催
し
ま

す
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
25
日（
木
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
対
象
者　

認
知
症
の
人
と
家
族

の
か
た
、
介
護
者
の
か
た
等

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

86

－

０
１
１
２
）



No.1018
2009-6

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　 住所

（吉　村　正　巳　　山　口

原　田　麻　美　　鮎　貝

（鬼　塚　　敬　　　鮎　貝

石　山　絢　子　　鮎　貝

（後　藤　直　文　　長井市

紺　野　麻衣子　　鮎　貝

（髙　橋　吉　将　　畔　藤

菊　地　　薫　　　荒砥甲

住所　　  氏　　名  　年齢

横田尻　渡　部　茂　雄　95

十　王　鈴　木　又　雄　86

滝　野　竹　田　きくよ　89

荒砥甲　梅　津　き　く　90

荒砥甲　布　施　　　う　89

鮎　貝　加　藤　忠三郎　80

荒砥甲　新　野　はる　　87

高　玉　佐　藤　一　男　84

荒砥甲　佐　藤　せ　つ　94

荒砥乙　上　村　義　実　58

十　王　齋　藤　貞　夫　71

萩　野　大　滝　清　雄　87

高　玉　児　玉　英　次　86

浅　立　井　上　の　ふ　83

高　玉　児　玉　けさの　96

【5月1日～5月31日届出】

�
�
�
�
�
日
本
代
表
�
�
大
会
連

続
�
�
�
�
�
�
�
�
出
場
�
決
�

�
�
�
�
監
督
�
選
手
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
立

�
�
�
目
標
�
本
大
会
�
�
�
�
�
�

�
�
�
言
葉
�
�
�
�
�
�
�
一
�

�
目
標
�
達
成
�
�
�
�
次
�
目
標

�
設
定
�
�
�
何
事
�
常
�
目
標
�

�
�
�
取
�
組
�
�
�
�
向
上
�
�

�
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�

�
町
�
現
在
�
�
�
�
�
�
�
推
進

�
�
�
�
�
第
�
次
総
合
計
画
�
策

定
時
期
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
座
談
会
�
�
�
多
�
�
�
�
�

�
�
�
対
話
�
通
�
�
計
画
�
策
定

�
�
取
�
組
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
良
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町
�
�
�
�
�
�
新
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
立
�
�
�
�
�
�
�
�
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

佐野原 竹田
良　則 莉

り

桜
お

友　香

十　王 山口
彰 佑

ゆう

真
ま

麻衣子

高　岡 　口
慶　樹 翠

み

颯
はや

美　里

荒砥甲 竹田
秀　一 和

なごみ

つぐみ

鮎　貝 鈴木
洋 成

なる

実
み

 由香里

畔　藤 鈴木
隆 隆

りゅう

之
の

介
すけ

麻里子

　５月10日、四季の郷駅前（土地区画整理地内）で、スイートピーの植栽
が行われました。
　これは、昨年映画化されたブログ小説「ぼくたちと駐在さんの７００日
戦争」の中の「スイートピーロード」を実現化しようと、原作者であるマ
マチャリさん（白鷹町出身）と、その同級生が中心になって行われたもの
です。
　植栽にあたっては、さまざまなかたがたの協力をいただいて実施されま
した。まず植栽場所が区画整理地内ということで、個人のかたに土地を提

供いただき、「樋口ファーム」「長岡造園」「サ
ンファーム」さんには植物が育つ土壌の整備
など、そして、植栽の実施については、鮎貝
まちづくり推進協議会、荒高生（12名）、県
内外のママチャリさんの読者など約50名の協
力のもと実施されました。

　四季の郷駅前約１００㍍の区間に、１，２００株のスイトピーが植えら
れると、参加者たちは充実感でいっぱいの様子でした。参加した高校生は、
「小さな苗で、植栽はむずかしいと思ったけど、思ったよりも簡単だった。
きれいな花を咲かせてほしい。」と話していました。協力いただいた荒高
生には、ママチャリさん本人から、最新版の小説がプレゼントされるサプ
ライズなどもありました。
　植栽された場所は、風が強く、スイートピーが丈夫に育つか若干の不安
があるということでしたが、地域のかた、荒高生、荒高ＯＢのかた、読者
のかた、この植栽に賛同されて協力いただいた多くのかたの思いがきっと
丈夫なスイートピーに成長させててく
れると思います。

　みなさん、フラワー長井線に乗って、
スイートピーロードを訪れてみてはい
かがですか･･･

スイートピーの花言葉･･･

「優しい思い出」「永遠の喜び」など

四季の郷に

「スイートピーロード」ができました

▲作業終了後の記念撮影


